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学研究施設 (KEK-PF）の BL-１４B で行った。鉛直上方
から観察した実験装置の配置を図 １ に示す。DEI 法は
Si 単結晶による回折現象を利用するため，単色 X 線が
必要である。そこで，シンクロトロンから放射される
白色 X 線を，モノクロメータにより ２0.７ keV に単色化
した。BL-１４B では，このエネルギー領域でビーム強





CCD カメラの画素サイズは 6.４ × 6.４ µm２ である。ア
































折 X 線の強度が最大となり，外れると小さくなる １４)。






















お，図 ３ の x，y，z 軸は，図 １ 中の座標軸と対応して
いる。また，方位角φで得られた散乱角を Sφとする。
　試料は，先の研究でも使用した １990 年製造の輪島





表面に対し垂直に １ mm 厚に加工し観察した。
図 2．試料と X 線の相互作用でロッキングカーブに⽣じる変化
　(a) は減弱，(b) は外形変化による屈折，(c) は微細構造による
散乱を示す。(d) ～ (f) の横軸はアナライザー角度，縦軸は回折
X 線強度である。横軸の中心をブラッグ条件としている。実線は






































































　図 ７ から得られた異方的な Sφを，模式的に図 8 に
青実線で示す。散乱が大きい程曲線は原点 O から離れ
る。そこで，当該部分の平均的な散乱の大きさを表現
するため，式 (１) に従って画素ごとに Sφの平均値 Sav
を求め画像を作成した。ここで，n=３6 である。
















　(a) 方位角φ＝ 0 °，(b)30°，(c)60°，(d)90°で得た散乱像。各







(a) φ=0° (b) φ=30°





















































は，Sφが最大値 Max(Sφ ) をとる方位角φ Max と垂直方
向である。そこで，その方向をカラー表示の画素値と
した画像を「繊維方位像」とする。これらの原理に基













図 9(b) から SCV は 0.１5 以下であり，異方性は小さい。
これらの部分に含まれる粒子は，３ 次元的にランダム
に含まれていることに対応していると考えられる。





















　本研究は，Photon Factory Program Advisory Committee
の承認を得て実施しました（課題番号：２0１6G１89，
２0１8G055）。また，本研究は JSPS 科研費 JP１8K１２0２７
の助成を受けたものです。
図 9．散乱に関して得られた像
　(a) 方位角散乱平均像，(b) 方位角散乱変動係数像，(c) 繊維方
位像である。
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